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: 1スラグ排出1 8FeO投入t E)CaO投入1.
0　　5　　0　　5　　0　　54　　3　　3　　2　　2　　1
(MH1[31)叫
既存の脱リン　40　　　　30　　　　20　　　10
リン漉縮相の混入割合(%)
図9　残漣スラグ(マトリックス相の92%+リン濃縮相)
をリサイクルした場合の計算結果
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論文審査結果の要旨
本論文は､相平衡と強磁場を利用した製鋼脱リンスラグの再資源化法の開発を行った結果を学術的にまと
めたものであり､全7章よりなる｡
第1章は緒論であり､リン資源需給逼迫とスラグ発生量削減に関する我が国の状況をレビューし､スラグ
からのリン回収と再資源化の必要性および技術的問題点を明確にした　　　　　　　　　　　　ノ
第2章では､リンの国内マテリアルフローを明らかにし､リン代替資源としてのスラグのポテンシャルを
定量的に明らかにした｡
第3章では､現場スラグ中におけるリンの存在形態をミクロ分析すると共に､合成スラグの平衡実験によ
って固液共存スラグ中でのリンの分配を実験的に明らかにし､リンはリン酸カルシウム珪酸塩固溶体中に著
しく濃縮していることを示した｡
第4章では､スラグに強錫を与えることにより､スラグからリン酸カルシウム固溶体相を分離回収する
方法の基本原理を理論的､実験的に示した実際に､合成スラグを用いてリンの6割以上が回収可能である
ことを実験的に証明した｡
第5章では､高酸素分圧下でスラグを凝固させることによってスラグをマグネタイト化し､これによって
永久磁石レベ′レでもスラグからリンを磁気的に分離できることを明らかにした
第6章では､リン回収後のスラグ残姪を脱リン材としてリサイクルすることを提案し､それによる投入脱
リン材および発生スラグの大幅削減が可能であることを物静収支モデルによって証明した
第7章は結論であり､本研究の意義および結論､開発された磁気分離法の潜在的波及効果および問題点と
今後の展望を述べ､本論文を総括した｡
以上要するに本論文は､リン代替資源の確保と製鋼スラグ発生量の削減という2つの重要課題に対し､相
平衡と超伝導弓鰯菱場を組み合わせた磁気分離法を提案し､これらの同糊牢決を図った独創的な研究内容であ
るo初となる詳細なリンのマテリアルフローマップを作成し､スラグのリン資源ポテンシャルと新技術に求
められる条件を明確化した上で､スラグの磁気分離プロセスを系統的かつ詳細に検討した加えて､開発さ
れたプロセスによる資源投入量低減および環境影響を定量的に示したすなわち本論文は､環境科学､金属
製錬工学に対して少なくない貢献を果たした独創的な研究と判断される｡
よって,本論文ト姉臼鰯の学位論文として合格と認める.
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